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  霊的状態(Ⅰサムエル記7:3-6,12)
イスラエルは勝利のために契約の箱を陣営の真ん中に持ってきました。それにもかかわらず負けてしまいました。そして、その契約の箱がまだ完全に元に戻っていない状態のまま、20年ぐらい時間が流れました。しかし、そのような状態なのに、今回はイスラエルがペリシテに完全に勝利することになります。そのイスラエルの勝利と敗北の違いは一体どこにあるのでしょうか。
今日の聖書を見ますと、前回はサムエルのことが全地に渡っていったのにもかかわらず、まったく構わないでいたわけです。しかし、今回は、預言者サムエルの言葉、つまり、神様のみことばにイスラエルの民が反応を示すことになります。その結果、イスラエルの霊的な状態が改善されることになりました。ここに勝利のポイントがあったわけです。イスラエルが軍事力を強くしたり、戦術を考えて練っていたわけではありません。後々、そういうことは大事になるし、神様の指示に従って行うことでしょうけれども、まず預言者の言葉に耳を傾け反応することによって、そのみことばによる霊的改善ということがいちばん根本の方にあったわけです。いま信者として私たちひとりひとりも生活の中でいろいろな問題を抱え、また課題があるし、心配ごと、悩みごとなどがあると思います。現実はそんなに甘くありません。しかし、信者の私たちは、そのような現実の中で状況がどうであれ、また条件が不利であっても勝利するための原理、勝利のいちばんの核心ポイントは何なのでしょうか。それは言うまでもなく霊的状態の改善にあります。そうなりますと、自分が勝利を作るものではなくて、神の勝利を見るようになります。これが方程式になるわけです。もしメガネに色がついている場合、まず優先してメガネの色をクリアせずに、そうしないまま何かを見て判断するということは愚かなことになるでしょう。一生懸命であるかどうか以前に、何をするか以前に、いちばん根本的な部分、そこが改善されることが求められるわけです。霊的状態の改善です。世の中ではまったく理解できないし、どういう話なのかもわからない、クリスチャンの私たちにしか分からない神様の答えであり、メッセージなのです。このいちばん根本のポイントになる霊的状態の改善というのは、一体どうすればいいのでしょうか。イスラエルはどうしたのでしょうか。
それはまず真心からの悔い改めることによって、霊的な状態は改善されます。悔い改めるということは、今日の聖書を見ますと、いままで当たり前に書かれていた外国の神々、バアルとアシュタロテ、つまり、自分の中にある偶像を取り除くこと、それが悔い改めることなのです。自分の中に偶像を抱えている霊的状態なので、勝利などは期待できません。なぜイスラエルは神の民なのに、よくもこのように偶像を抱えて、いまだに偶像に仕えている、捕らわれている状態なのでしょうか。いろいろな理由が取り上げられるでしょうけれども、それはキリストが彼らには隠れているからなのです。もしキリストが明らかになっていれば、偶像に走る理由などないでしょう。キリストが隠れているがゆえに違うものを探し求めるようになるしかありません。違うものにこだわるしかないし、結局その違うものを頼りにするしかないわけです。なぜキリストが隠れてしまうのでしょうか。なぜキリストが名前はあるけれども、かすかになってしまうのでしょうか。なぜ契約の箱は置いてあるけれども、契約がまったく理解できないのでしょうか。それは自分自身を始め、人間の人生の本当の問題が何かに対して無知だからです。人生の本当の問題が何なのかを心から認めようとしていないからです。本当の問題がなにか分かっていないし、認めていないので、その結果、表面の問題、肉の問題に縛られて囚われるようになるしかありません。結局、表面の問題、肉の問題の解決が一番大きなテーマになるしかないわけです。そして、その肉の問題を解決して、表面、肉の部分において裕福になり豊かになることが願いになるしかありません。肉の問題を解決して、表面の問題をクリアして、その部分が豊かになること、それを幸せと思い求めるようになるしかないわけです。本当の問題が分かっていないと、表面の問題に囚われてこういう世の流れに流されるようになるしかありません。そのために人間の力を絞り出して、頑張って努力しようじゃないかとなります。努力が悪いわけではありませんが、そういう次元で努力に取り組んで、それを取り上げるようになり、人間そのものが結局は頼りであり、偶像になるしかありません。そして、お金を追求するしかないでしょう。テーマがそういうテーマなので。経済の裕福さ、お金そのものが偶像になるしかありません。そして、成功が人生の目標になり、それ自体が偶像、他の頼り、他のこだわりになるしかないわけです。そして、それを実際に手に入れるために、人間が作り出して拝む対象を置くわけです。それが目に見える偶像なのです。キリストが隠れてしまいますと、結局このようにして違うなにかにこだわり、違うものを求めて頼るようになるしかないわけです。パウロがこのように告白しました。ピリピ3：5-8、いままで私が頼りにしていたもの、私が自慢していて誇りに思っていたすべてを、キリストのゆえにちりあくたと思う。それがキリストを隠してしまったものだった。これが悔い改めることです。霊的状態改善というものは、いままで私が頼りにしていたもの、いままでこだわっていたもの、いままで追い求めていたもの、いままで大事にしていたもの、そのすべてが間違いなのですと心から認めることです。そうすることによって、霊的状態の改善につながるようになります。
そして、違う一面を見ますと、キリストが隠れてしまって本当の問題を認めていないので、表面の問題、肉の問題に縛られているまま、そのままずっと行きます。解決を求めるのではなくて。それを心の傷と言います。両方とも結局、根本的には同じです。ずっと一生涯、その心の傷を支えにして頼りにして、何があってもいつでもそこに持っていくわけです。傷そのものが偶像なのです。そこから恨みつらみ、憎しみ、復讐の思い、また何かのせい、誰かのせいというものが生まれてくるようになるでしょう。それが偶像崇拝なのです。形があるかないかは関係ありません。本当の問題が分かっていないがゆえに、表面の問題に囚われることによって、そこから生まれるものが偶像なのです。「神様、心の傷によって苦しい、苦しい」と言いながらも、実はそこをずっと握って離さずに、そこを言い訳に、そこを支えにしようとしていました。何でもかんでも、うまくいってもうまくいかなくても、そこに持っていこうとさせる、これがすべてサタンのしわざです。それは間違いでした。それを捨てます。これが悔い改めです。偶像を自分から取り除くことです。キリストが隠れて違う何かにこだわって追い求めて支えにして頼りにしていたもの、それは間違いでした。それは悪魔、サタンの偽りの作品でしたときっぱりと認めて取り除くこと、それが悔い改めることです。そして、そのことによって、そこからUターンして、それを全部捨ててキリストに向かうことです。それを悔い改めると言います。その時に霊的状態が改善されます。勝利の準備が整うようになるわけです。「神様、違いました。キリストだけが答えです。キリストだけが希望です」。その信仰告白にしっかり立つようになること、これが悔い改めることです。この悔い改めによって、霊的状態が改善されます。イスラエルは、サムエルの指示によってミツパというところに集まり、水を注ぎました。それが悔い改めるということなのです。
そして、その結果、主にのみ仕える信仰を持つようになります。これが霊的状態の改善です。主にのみ仕えるということは、どういうことなのでしょうか。ほんとうに悔い改めることによって、この告白の上に立ちます。ただのキリストではなくて、キリストOnlyです。キリスト以外に希望はありません。そして、十字架にかけられて、三日目に死者の中からよみがえられて勝利なさった万軍の主、いまも生きていらっしゃるイエス様こそ、そのキリストです。つまり、イエスはキリストというのは、すべての問題を解決され、勝利の万軍の主です。ですから、キリストOnlyというのは、そのキリストであるイエス様を信じている自分はどんな過去があろうが、いまどういう弱さを抱えていようが、どういう問題に置かれていようが、全く関係なく、イエス様が自分のいのち、永遠のいのちなので私は幸いな者、私の人生のすべての問題は終わりました。私には天にある霊的すべての祝福が与えられている者です。これがキリストOnlyです。すべての問題が終わり、すべての祝福がもうすでに私のものなのです。誰も奪い取ることはできません。色褪せることもない、変わることもありません。ですから、キリストOnlyというのは、何がどう変わろうがイエス・キリスト一人、その方によって私は幸せな者で、そして、イエス・キリストで十分なのです。これが神様が望んでいらっしゃる霊的状態です。そして、目に見えない悪魔、サタン、悪霊が一番恐れていることです。悔い改めることによって、主にのみ仕える信仰、キリストOnlyです。今日死んでも大丈夫です。神様が助けてくださるでしょう。そうでなくても構いません。死の影の谷を歩いていても、周りのすべての人が私を見捨てたとしても私は幸いです。私は害を恐れることはありません。乏しいことはありません。このように霊的状態を改善させるために、負けも許されるわけです。負けに縛られていないで、霊的状態の方に、その改善の方に、ポイント、フォーカスを変えていかないといけません。そして、キリストOnlyの信仰に立つ人は、神の国Onlyを告白します。これから私の生きる理由は、いままでとは違います。そこら中の世の中の人とは違います。肉のなにかのために生きるわけではありません。Only伝道のために、キリストの証し人として私は尊い残りの人生が許されています。この世はすべてではないし、永遠でもないし、いつかは終わるところです。一人の人生の命もいつかは終わります。神の国Onlyです。ですから、この世を恐れることもないし、羨むこともありません。そして、世にあるもの、与えられているいろいろなものは、それ自体に執着したり、未練を持つことではなく、その管理人です。生きるいちばん聖なる理由は、暗やみに捕らわれているたましいをいのちの祝福に助けるキリストの証人として、その人生のための道具なので、それを管理する管理人として執着はありません。未練もありません。だから、世にあるものがどうなるかによって、人生が左右されることなどはありません。これが霊的状態なのです。刑務所の中でも外でも関係ありません。裏切るものがいても助ける人がいてもそれによって人生左右されることなどはありません。
そして、霊的状態が聖霊Onlyの方に変わるようになります。私の新しい生きる理由、輝かしい人生の理由、福音宣教、キリストの証し人、これが十分可能な存在です。これが聖霊Onlyです。自分のどうのこうの、周りのどうのこうのという言い訳などいりません。聖霊Onlyなので、世の中の人は知らないでしょう。迫害の中で教会が消えてなくなるのではないかと思われるような状況、時代でも、福音宣教は止めることはできませんでした。十分なのです。皆さんは尊い存在です。ひとりひとり十分キリストの証し人になれるわけです。そして、何があってもすべてを働かせて福音宣教のために益となるようになります。何も問題はありません。ですから、この状態の人は不満などはありません。不平、言い訳、弁明などをしないわけです。それが求められる霊的状態です。このようにまことに悔い改めることによって、キリストOnly、神の国Only、聖霊Onlyの状態の人は文句を言わずに、心配せずに、何かのせいにせずに、不信仰に走らずに、使徒1：14で見られる祈りに専念することができるわけです。これが勝利のために私たちに求められる、そして、神様が用意していらっしゃる霊的状態なのです。何か人間的に文句を言おうとすれば、いくらでも取り上げられるでしょう。何も言わずに黙っていて、この約束を握って祈りに専念してください。祈りに集中していました。霊的状態が祈りに集中できる状態にならないといけません。人間の計算、周りの目から見たときには何が勝利なのか、初代教会が何ができるのかというような状況、そのような条件の中でも十分に勝利が得られるわけです。それを神の勝利と言います。みなさんの家庭に、みなさん自分自身に、病気に、事業に、職場に、このような神の勝利が具体的に現れるように。私たちはそのような勝利者として召されている者なのです。
最後に、本当にみなさんに言いたいのです。ここにいらっしゃるイエス様を信じているひとりひとりは、自分で自分をどう思っているのか、どういう環境、状況に置かれているか分かりませんが、誰一人として例外なく尊い存在です。みなさんは勝利の人であり、成功者として召されている者なのです。みなさん以外には暗やみの世に光を照らすことができる者は存在しません。尊い勝利者であり、成功者に間違いありません。「でも、自分の実際の現実を見ると、いま言われていることがありがたいのですが、あまりにも私とはかけ離れているように思われますよ」というのが正直な感想かもしれません。だから、メッセージを聞いていても、聖書がイエスを信じるひとりひとりは黒人であれ白人であれ奴隷であれ自由者であれ関係なく、尊い勝利者なのだと宣言しているのにも関わらず、「それは私とは無縁だね。私とは関係ないよ」と。そうすると、メッセージが聞こえないのではないでしょうか。悪魔のささやき以外には耳に聞こえてこないわけです。そう思っているかもしれません。「そう？私とは関係ないよ。私はそれとはあまりにもかけ離れていますよ」と思うしかない現実、状況、それがそのように暗くなりダウンしてあきらめモードに入るための材料ではなくて、霊的状態を改善しなさいという神様の愛のサインなのです。そちらの方に舵を切り替えてください。いろいろな課題、いろいろな問題があるでしょう。他の何かにこだわらずに、神経奪われずに、歯を食いしばってでも、神を見上げ助けを求める思いで霊的状態改善からスタートしてください。そのうちより悪い方向に転ぶかのような状況、展開があるかもしれません。騙されずに、揺れずに、霊的状態改善の方にこだわっていてください。つまり、どんな課題であろうが、霊的状態改善、そこに勝負をかけること、これがクリスチャンの勝利の方程式です。みなさんに霊的状態の改善による、サタンが踏み砕かれてひざまずく、その祝福を具体的に体験することを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。今日もイエスの血潮によってきよめられ、買い取られ、救われて、いのちが与えられている尊い神の子どもである兄弟姉妹が、教会に集まり礼拝をささげました。神様、サタンはあらゆることを通して、キリストを隠して私たちを違う方向に持っていって、霊的状態をグジャグジャにします。どうか神様、誰かのせいや何かのせいにするのではなくて、本当に霊的状態改善が鍵であると今日契約を握って、そこからスタートすることができるように。そのために人生の本当の問題を隠して、表面の問題、肉の問題に縛っている悪魔のしわざが打ち砕かれてキリストが明らかになり、キリストOnlyの信仰にしっかり立つことができるようにひとりひとりを導いてください。主の御手にゆだねます。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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